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研究成果の概要 

(1) 原著論文[1]では, 割当を逐次的に行う場合の公平なオンラインアルゴリズムの研究を行った. 

例えば, ライドシェアリングサービスなどでは, 割当の対象である顧客が逐次的に到着するため, 

各ドライバーの評価関数はあらかじめわからないことが多い. そのような状況において, 複数のグ

ループに対して公平な配分を数学的に定式化し, かつ公平性を達成する効率的なアルゴリズムを

設計できるかを検証した.  

(2) 原著論文[2]では, 連結制約下での公平配分について研究を行った. 例えば, 従業員へのシ

フトスケジューリング, 研究室へのオフィスの割当などの応においては, できるだけ連結な割当を組

むことが望ましい. このような制約をパスの連結制約として捉えて, 制約を満たしつつ近似的な公

平性である EF1を達成できるかどうかを検証した. エージェント数が 4人までであれば, 近似的な

公平性の概念である EF1を満たす配分方法が存在することが知られていたが, 一般のエージェン

ト数では未解決問題であった. 本研究では, 任意のエージェント数で, 各エージェントが単調な効

用関数を持つのであれば, 連結な EF1配分が存在することを示した.  

(3) 原著論文[5]では, シャープレイ値によって複数施設の費用を分担する場合の公平な施設割り

当てを研究した. 例えば, 複数人でタクシーを乗る場合, 費用分担の方法だけではなく, 各人の

行き先に応じてどのように異なるタクシーに割り当てるかという問題が生じる. そのような状況にお

ける公平な割当の解概念を提案し, そのような解の存在が保証できるかどうか, また解の計算量に

ついて検証を行った. 

 

これらの成果は, 人工知能の大規模トップカンファレンスである AAAIや, アルゴリズム的ゲー

ム理論の学会誌 SAGTに出版された. さらに, JSTのサイエンスインパクトラボをきっかけに, Code 

for Japanの子育て・育児ハッカソンに参加し, 公平なアルゴリズムを用いて家事分担アプリのプロト

タイプを開発した. この活動の様子が, 2022年 5月 29日の NHK スペシャルにて紹介された.   
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